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当実証事業の背景と目的

• 様々な事情により、不登校または不登校傾向にある生徒は、全国的に増
加傾向である。不登校傾向の生徒は、中学校に行きたくない理由につい
て、身体的症状以外の要因では学習面での理由がみられている。
（※1）（※１ 「不登校傾向にある子どもの実態調査報告書」日本財団 2018年12月12日）

• その不登校傾向にある生徒たちに、ICTを活
用した新たな学習の場と機会を提供するこ
とで、登校し学習する動機づけをおこない、
また、学習時間を確保することが可能であ
ることを実証することを目的とした。



事業の概要
学校内特別支援教室（以下、「和」なごみルーム※）にて、不登校傾
向または長期欠席傾向にある生徒や、学習の遅れが生じてしまっている
生徒に対して、ICTを活用した自学自習可能な学習の機会と場を提供し
た。希望者には個別学習計画を作成して、目標を持ち、計画的に学習す
る支援を行った。

■民間学習支援員の配置

■オンライン学習システム（デキタス）の利用



利用したICT教材
異なる学年・教科の学習を自立して行うことができるよう、オンライン
学習システム「デキタス」を使用した。データ容量上限７GB／月のポケ
ットwifiを4台とiPad10台を使用した。

■オンライン学習システム（デキタス）
アニメの解説動画を見ながら、ノートに穴埋めを行う
ことで、教科書の基本事項・重要事項の理解定着を行
う学習スタイル。自分のペースで進め、小学生までの
さかのぼりも可能。学ぶ楽しさを押し出している。



利用したICT教材

■オンライン学習システム（デキタス）
1つの単元の授業を見終えたら、テストに
チャレンジして定着度合いを確認。



「学習ファイル」を作成しての実際の学習風景



個別学習計画（事例①）

個別学習計画を11/1（金）に作成
生き物が大好きであるとのことから、生物分野
は中2生まで先取りする学習する計画を作成。
その後学習が加速し、3月までのすべての計画
を12月中に終了させてしまった。また、生物以
外の分野も積極的に学ぶ様子が見られた

生徒紹介【中学1年男子】
学習への不安から、欠席が多く
なっていたが、9月以降ほぼ毎日
学習を進められるようになった。



個別学習計画（事例②）

（→ 前ページより）
学習計画を早期に終了させてしまったので、
1/17に追加で作成。以降は定期テストでの得
点向上に意欲を持ち、テスト学習を中心に取
り組んだ。2月末時点で理科の3学年分すべて
の学習範囲の解説動画の視聴が完了したこと
に驚かされた。



学習の状況
「和」なごみルームまたは家庭内でICT（デキタス）を利用した学習実績は下記のとおり。

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 計
総学習時間 ３０時間

２７分
２０時間
１０分

９７時間
７分

１５時間
６分

１５時間
９分

１５時間
１３分

１９３時間
１２分

受けたテス
トの総得点

７４２０点 ３４５０点 ５８５０点 ２７００点 ７３７０点 ２５００点 ２９２９０
点

利用者数 ７人 ６人 １０人 １１人 １２人 １４人 １６人

利用延べ日
数

３１日 ３１日 ７８日 ５０日 ６７日 ５０日 ３０７日

※学習時間は授業動画を視聴している時間（再生中の時間）とテストを解いている時間（１０問最後まで解いたテストのみ）を抽出。
※テストの総得点は、デキタス上の「基本問題」または「チャレンジ問題」について、１問正解１０点
として集計した。（〇×チェック問題は集計外）

19名の生徒に対して提案を行い、8名の生徒
が定期的に学習を行うことができるように
なった。そのうち6名は個別学習計画を作成
し、計画に沿って学習を進めていた。



生徒アンケート結果集計
2/16より「和」なごみルームを利用していた生徒に対して無記名アンケートを行った
。5名より回収。結果は以下の通り。

役に立つ まあまあ
役に立つ

どちらともいえ
ない

あまり役に立た
ない

役に立たない

なごみルームは
あなたの学びの
役に立っていま
すか

５ 0 0 0 0

ICT教材を利用で
きたことはあな
たの学びの役に
立ちましたか

4 1 0 0 0

先生以外の支援員
によるサポートは
あなたの学びの役
に立ちましたか

2 2 1 0 0



自分で計画を立てられたことが嬉しい。何とか
して立てた計画を終わらせたいとおもいます。

生徒コメント集
大好きな数学が今出来るということはとても幸せです。正負の数は面白い
です。昔は苦手だったけど最近は得意になりました。嬉しいです！
これからもどんどん頑張ります。もっともっと勉強して努力して成果を伸
ばします。やる気を精一杯出します。実は、勉強好きなんです。成績あげ
てガンガンレベルアップしていきたいです。
ここでの学びに出会ってから私の人生は変わりました。気持ちを落ち着け
て取り組む事が出来たら良いなと思いました！

人にみられることなく、小学校の勉強にさかの
ぼれることがうれしかった。小学校にさかのぼ
るのは恥ずかしい気がするから。

最近は夜、ちゃんと眠れるようになってきた。
どうしてこんなに勉強できるの？との
支援員からの問いに対して

「好きなこと（理科）をやれるから。
もし苦手な英語の計画だったらこんな
にできない」



教員アンケート結果集計
2/16より「和」なごみルームを利用していた教員に対して無記名アンケートを行った
。15名より回収。結果は以下の通り。

役に立つ まあまあ
役に立つ

どちらともいえ
ない

あまり役に立た
ない

役に立たない

「和」なごみ
ルームでICT教材
を利用できたこ
とは生徒や先生
方にとって有益
でしたか

11 3 1 0 0

民間の支援員の
配置は「和」な
ごみルームご利
用の生徒や先生
方にとって有益
でしたか

11 4 0 0 0



教員コメント集

「英語を書けるようになりたい」と自分の意思
を表示できたのは、とても意味のある事。

自分のペースで学習を進めることができる環境があったことで、本来学校に登校することが難し
い子が、定期的に登校できている。

教室での学習に抵抗がある生徒にとって
、学ぶ環境は教室だけではないことも提
示できて、実際にICTを利用して学習が進
められたことは大きかった。

デキタスもさわらないが、昼間は外出もしたくない
、という生徒を今後どう支援すべきか・・・

ICT教材は教員にとって、その子にあった教材を作成する時
間を省略でき、テストもあるので達成度を測ることもでき
た。今後の検証としては学習したものを評価していくこと
が必要だと思う



お問い合わせ先

株式会社 城南進学研究社
教育ソリューション事業部 水野
ＴＥＬ ：044-246-5211
ＭＡＩＬ：Masayasu_Mizuno@johnan.co.jp

デキタス：https://dekitus.johnan.jp
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